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■研究者をめざすきっかけ
　高校3年の時、阪神・淡路大

震災が発生しました。当時、祖

父母が神戸市内に住んでいたの

で、その被害を目の当たりにし、

地震のエネルギーの大きさに驚

きました。この地震をきっかけ

に、地震災害の軽減に役立つ勉

強をしたいと強く思いました。

■建築防災学研究室での研究内容
　大地震がいつ発生しても、被

害を最小限に抑えられる都市や

社会をつくることを目指して研

究しています。地震が発生した

時の地面の揺れの大きさや建物

の被害の大きさ、数などを詳し

く予測して地震被害を軽減する

研究と地震が発生した後、被害

をいち早く把握するために、人

工衛星や航空写真のリモートセ

ンシング技術と地理情報システ

ム（ＧＩＳ）を利用し、どこでど

の程度の被害が発生したのかを

自動的に判定する技術の開発を

行っています。 

■研究の成果
　阪神・淡路大震災と熊本地震

の被災地を捉えた約１万枚の航

空写真データをＡＩ（人工知能）

に学習させ、画像に写った建物

が倒壊しているかを誤差なく自

動判別できるプログラムを開発

しました。能登半島地震では、

ＡＩの技術を活用し能登半島を

撮影した人工衛星の画像を分析

して、早期に実態を把握するこ

とができました。さらに精度を

上げて、今後の災害に生かして

いきたいです。

■研究のやりがいと難しさ
　いつ発生するか分からない地

震に、限られた情報でチャレン

ジし精度を上げて予測するのは

とても難しいですね。地震研究

で得られた成果が、日本に限ら

ず、世界のさまざまな地域で活

用され災害軽減に貢献できるこ

とにやりがいを感じます。

■これからの研究目標
　自治体が公開している地震の

ハザードマップは、地盤の情報

が簡略化されているので、ＡＩ技

術を活用し場所ごとに地盤の詳

しい情報を反映した精度の高い

地震の揺れを予測して、より詳

細なハザードマップを作成した

いと思います。

■能登半島地震で感じたこと
　現地に行き調査しましたが、

耐震性が低い古い木造の建物が

多く倒壊していました。道が崩

落し孤立した集落が出ていたの

で、被害の状況の把握が難しい

ということを改めて感じました。

県内でも今回の規模の地震が発

生すれば、同じような被害が起

こり得るので大地震がいつ起き

ても大丈夫なように備えを進め

てほしいです。

■市民へ
　自宅を安全な場所にし、自分

の身は自分で守ることが防災の

基本です。地震のハザードマッ

プを見て自宅がどういう場所に

建っているのか確認し、1981年

より古い家屋は地震に弱いので

耐震診断を受けて、危険であれ

ば耐震補強などを検討すること

が重要です。日本全国どこに

行っても安全な場所はないと

思って、普段から地震などの災害

対策を考えてほしいと思います。

地
震
防
災
の
研
究

広
島
大
学
の
若
手
研
究
者
に
聞
く

▶
調
査
で
使
用
す
る
微
動
計
。地
盤
や
建

　
物
の
微
少
な
振
動
を
計
測
で
き
る

▶
2
0
2
4
年
能
登
半
島
地
震
で
の
被
害

　
調
査
の
様
子

三浦　弘之さん
1
9
7
6
年
兵
庫
県
生
ま
れ
。2
0
0
4
年
東
京
工
業
大
大

学
院
総
合
理
工
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。同
大
都
市
地
震

工
学
セ
ン
タ
ー
21
世
紀
C
O
E
研
究
員
、同
大
大
学
院
総
合

理
工
学
研
究
科
人
間
環
境
シ
ス
テ
ム
専
攻
助
教
を
経
て
現

職
。

Ａ
Ｉ
活
用
、能
登
半
島
地
震
の
実
態
把
握


